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Active IQ Unified Managerの概要
Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）では、ONTAPストレージ システ
ムの健全性とパフォーマンスを一元的に監視および管理することができます。Unified
Managerは、LinuxサーバやWindowsサーバに導入できるほか、VMwareホストに仮想アプラ
イアンスとして導入することもできます。
インストールの完了後、管理対象のクラスタを追加すると、Unified Managerのグラフィカル
インターフェイスに、監視対象ストレージ システムの容量、可用性、保護、パフォーマン
スのステータスが表示されます。

関連情報

NetApp Interoperability Matrix Tool

Unified Managerサーバの機能
Unified Managerサーバ インフラは、データ収集ユニット、データベース、アプリケーション
サーバで構成され、 検出、監視、ロールベース アクセス制御（RBAC）、監査、ロギングな
どのインフラ サービスを提供します。
Unified Managerは、クラスタの情報を収集してデータベースにデータを格納し、そのデータ
を分析してクラスタに問題がないかどうかを確認します。

Active IQ Unified Managerの製品ドキュメント
Active IQ Unified Managerには、製品のインストール方法や使用方法について説明した一連の
ガイドが付属しています。製品画面からオンライン ヘルプにもアクセスできます。
Active IQ Unified Managerインストール ガイド

VMware、Linux、Windowsの各プラットフォームにおけるUnified Managerのインス
トール、アップグレード、およびセットアップの手順について説明します。

Active IQ Unified Managerシステム構成ガイド
Unified Managerの初期セットアップと設定の手順について説明します。クラスタ
の追加、ユーザの追加、アラートの設定、リモート認証の設定などが含まれます。

Active IQ Unified Managerワークフロー ガイド - クラスタ健全性管理
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージの健全性に関する問題を管理およ
びトラブルシューティングする方法を示します。また、データベースのバック
アップをリストアする方法や、パフォーマンス統計をオフロードするために外部
のデータ プロバイダに接続する方法など、Unified Managerメンテナンス コンソー
ルを使用して特別な操作を実行する方法についても説明します。

Active IQ Unified Managerワークフロー ガイド - クラスタ パフォーマンス管理
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージのパフォーマンスに関する問題を
管理およびトラブルシューティングする方法を示します。たとえば、クラスタ コ
ンポーネントを過剰に消費しているワークロードを特定して、パフォーマンスを
通常運用時のレベルに戻すための適切な修正措置を行う方法などです。

Active IQ Unified Managerレポーティング ガイド
Unified Managerを使用してONTAPストレージ オブジェクトの容量、健全性、パ
フォーマンス、および保護ステータスに関するカスタム レポートを作成する方法
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を示します。これには、指定のユーザに定期的にEメール配信するレポートのスケ
ジュール設定が含まれます。

Active IQ Unified Managerオンライン ヘルプ
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージの健全性とパフォーマンスに関す
る問題を管理およびトラブルシューティングする方法を示します。また、製品の
すべてのUIページについて、各フィールドの説明も記載されています。オンライ
ン ヘルプはソフトウェアから参照できるほか、オフラインで確認できるように
PDFドキュメントも用意されています。

インストール手順の概要
以下は、Unified Managerを使用する前に必要なインストール作業のワークフローです。
本インストール ガイドでは、このワークフローの各項目について説明します。
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Unified Managerをインストールするための要件
Active IQ Unified Managerをインストールする前に、Unified Managerをインストールするサー
バがソフトウェア、ハードウェア、CPU、およびメモリの所定の要件を満たしていることを
確認する必要があります。
ネットアップはUnified Managerアプリケーション コードの変更をサポートしていません。
Unified Managerサーバにセキュリティ対策を適用する必要がある場合は、Unified Managerが
インストールされているオペレーティング システムに変更を加える必要があります。
Unified Managerサーバへのセキュリティ対策適用の詳細については、ナレッジ ベースの記事
1087401を参照してください。
KB 1087401 - Policy for applying security measures to Unified Manager

関連情報

NetApp Interoperability Matrix Tool

仮想インフラおよびハードウェア システムの要件
Unified Managerを仮想インフラまたは物理システムのどちらにインストールするかに応じ
て、それぞれのメモリ、CPU、およびディスク スペースの最小要件を満たす必要がありま
す。
次の表に、メモリ、CPU、およびディスク スペースの各リソースについて、推奨される値を
示します。これらは、Unified Managerが許容されるパフォーマンス レベルを達成することが
確認されている値です。

ハードウェア構成 推奨設定
RAM 12GB（最小要件は8GB）

プロセッサ CPU×4

CPUサイクル 合計9572MHz（最小要件は9572MHz）

空きディスク スペース • 5GB（シンプロビジョニング）
• 152GB（シックプロビジョニング）

Unified Managerはメモリの少ないシステムにもインストールできますが、推奨される12GB
のRAMがあれば最適なパフォーマンスが保証されるだけでなく、拡張時にクラスタやスト
レージ オブジェクトの追加にも対応できます。Unified Managerを導入するVMにはメモリの
上限などを設定しないでください。また、ソフトウェアがシステムで割り当てられているメ
モリを利用できなくなる機能（バルーニングなど）は有効にしないでください。
さらに、1つのUnified Managerインスタンスで監視できるノードの数には上限があり、この
上限を超える場合は2つ目のUnified Managerインスタンスをインストールする必要がありま
す。詳細については、『Best Practices Guide』を参照してください。
テクニカル レポート4621：『Unified Manager Best Practices Guide』
メモリ ページのスワッピングは、システムや管理アプリケーションのパフォーマンスにマ
イナスの影響を及ぼします。CPUリソースがホスト全体で競合して使用できなくなると、パ
フォーマンスが低下することがあります。
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専用使用の要件
Unified Managerをインストールする物理システムまたは仮想システムは、他のアプリケー
ションとは共有せず、Unified Manager専用にする必要があります。他のアプリケーションに
システム リソースが消費されることで、Unified Managerのパフォーマンスが大幅に低下する
可能性があります。

バックアップ用のスペース要件
Unified Managerのバックアップとリストアの機能を使用する場合は、「データ」 ディレクト
リ（ディスク）に容量を追加して150GBのスペースを確保する必要があります。バックアッ
プはローカルにもリモートにも保存できますが、 Unified Managerホスト システムとは別の、
150GB以上のスペースがあるリモートの場所に保存することを推奨します。

ホスト接続の要件
Unified Managerをインストールする物理システムまたは仮想システムは、ホスト自体からホ
スト名にpingを実行できるように設定する必要があります。IPv6構成の場合は、Unified
Managerを正しくインストールするために、ホスト名へのping6が成功することを確認する
必要があります。
本製品のWeb UIには、ホスト名（またはホストのIPアドレス）を使用してアクセスできま
す。導入時に静的IPアドレスを使用してネットワークを設定した場合は、指定したネット
ワーク ホストの名前を使用します。DHCPを使用してネットワークを設定した場合は、DNS
からホスト名を取得します。
完全修飾ドメイン名（FQDN）またはIPアドレスの代わりに短縮名を使用したUnified Manager
へのアクセスをユーザに許可する場合は、短縮名が有効なFQDNに解決されるようにネット
ワークを設定する必要があります。

VMwareソフトウェアとインストールの要件
Unified ManagerをインストールするVMware vSphereシステムには、特定のバージョンのオペ
レーティング システムとサポート ソフトウェアが必要です。

オペレーティング システム ソフトウェア
サポートされるVMware ESXiのバージョンは次のとおりです。

• ESXi 6.0、6.5、6.7

サポートされるvSphereのバージョンは次のとおりです。

• VMware vCenter Server 6.0、6.5、6.7

サポートされているESXiのバージョンの最新のリストについては、Interoperability Matrixを
参照してください。
mysupport.netapp.com/matrix

仮想アプライアンスが正しく動作するには、VMware ESXiサーバの時刻がNTPサーバの時刻
と同じになっている必要があります。VMware ESXiサーバの時刻をNTPサーバの時刻と同
期すると、時刻に関する障害は発生しなくなります。

インストールの要件
Unified Manager仮想アプライアンスでは、VMware High Availabilityがサポートされます。
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ONTAPソフトウェアを実行しているストレージ システムにNFSデータストアを導入する場
合は、NetApp NFS Plug-in for VMware VAAIを使用してシックプロビジョニングを使用する
必要があります。
リソースが十分でないために導入環境でハイアベイラビリティを有効にできない場合は、
[Cluster Features]の[Virtual Machine Options]の変更が必要な可能性があります。[VM Restart
Priority]を無効にし、[Host Isolation Response]を[Leave Powered On]に設定します。

サポートされるブラウザ
Unified Manager UIにアクセスするには、サポートされているブラウザを使用する必要があり
ます。
Unified Managerは、次のブラウザでテスト済みです。他のブラウザでも動作する場合があり
ますが、正式にはサポートされていません。サポートされているブラウザとバージョンの一
覧は、Interoperability Matrixを参照してください。
mysupport.netapp.com/matrix

• Mozilla Firefox ESR 60
• Google Chrome 72、73

注：Microsoft Internet Explorerはサポートされなくなりました。

すべてのブラウザで、ポップアップ ブロックを無効にすることでソフトウェアの機能が正
しく表示されます。
アイデンティティ プロバイダ（IdP）でユーザが認証されるように、Unified ManagerにSAML
認証を設定する場合は、IdPでサポートされているブラウザの一覧も確認してください。

プロトコルとポートの要件
ブラウザ、APIクライアント、またはSSHを使用して、必要なポートにUnified Manager UIお
よびAPIからアクセスできるようにする必要があります。これらのポートとプロトコルを使
用して、Unified Managerサーバは管理対象のストレージ システム、サーバ、その他のコン
ポーネントと通信します。

Unified Managerサーバへの接続
通常の環境では、Unified Manager Web UIへの接続に常にデフォルトのポートが使用される
ため、ポート番号を指定する必要はありません。たとえば、Unified Managerは常にデフォル
トのポートで実行されるため、https://<host>:443の代わりにhttps://<host>と入力で
きます。
Unified Managerサーバでは、次のインターフェイスにアクセスする際に特定のプロトコルを
使用します。

インターフェイ
ス

プロト
コル

ポー
ト

説明

Unified Manager
Web UI

HTTP 80 Unified Manager Web UIへのアクセスに使用され、自
動的にセキュア ポート443にリダイレクトされます。

Unified Manager
Web UIおよび
APIを使用する
プログラム

HTTPS 443 Unified Manager Web UIへのセキュアなアクセスと
API呼び出しに使用されます。API呼び出しはHTTPS
でしか実行できません。
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インターフェイ
ス

プロト
コル

ポー
ト

説明

メンテナンス コ
ンソール

SSH /
SFTP

22 メンテナンス コンソールにアクセスしてサポート バ
ンドルを取得する際に使用されます。

Linuxコマンド
ライン

SSH /
SFTP

22 Red Hat Enterprise LinuxまたはCentOSのコマンドライ
ンにアクセスしてサポート バンドルを取得する際に
使用されます。

MySQLデータ
ベース

MySQL 3306 OnCommand Workflow AutomationおよびOnCommand
API ServicesからUnified Managerへのアクセスで使用
されます。

syslog UDP 514 ONTAPシステムからのサブスクリプションベースの
EMSメッセージにアクセスし、メッセージに基づいて
イベントを作成する際に使用されます。

REST HTTPS 9443 認証されたONTAPシステムからのREST APIベースの
リアルタイムのEMSイベントにアクセスする際に使
用されます。

注：HTTP通信とHTTPS通信に使用されるポート（ポート80と443）は、Unified Managerメ
ンテナンス コンソールを使用して変更できます。詳細については、『Active IQ Unified
Managerシステム構成ガイド』を参照してください。

Unified Managerサーバからの接続
ファイアウォールの設定で、Unified Managerサーバと管理対象のストレージ システム、サー
バ、その他のコンポーネントの間の通信に使用するポートを開いておく必要があります。
ポートが開いていない場合、通信は失敗します。
環境に応じて、Unified Managerサーバから特定の接続先への接続に使用するポートとプロト
コルを変更することもできます。
Unified Managerサーバは、次のプロトコルとポートを使用して、管理対象のストレージ シス
テム、サーバ、その他のコンポーネントに接続します。

デスティネー
ション

プロトコ
ル

ポート 説明

ストレージ シ
ステム

HTTPS 443/TCP ストレージ システムの監視と管理に使用されま
す。

ストレージ シ
ステム

NDMP 10000/TC
P

特定のSnapshotリストア処理に使用されます。

AutoSupport
サーバ

HTTPS 443 AutoSupport情報の送信に使用されます。この機
能を実行するにはインターネット アクセスが必
要です。

認証サーバ LDAP 389 認証要求、およびユーザとグループの検索要求に
使用されます。

LDAPS 636 セキュアなLDAP通信に使用されます。

メール サーバ SMTP 25 アラート通知Eメールの送信に使用されます。

SNMPトラッ
プの送信元

SNMPv1
または
SNMPv3

162/UDP アラート通知SNMPトラップの送信に使用されま
す。
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デスティネー
ション

プロトコ
ル

ポート 説明

外部データ プ
ロバイダの
サーバ

TCP 2003 外部のデータ プロバイダ（Graphiteなど）へのパ
フォーマンス データの送信に使用されます。

NTPサーバ NTP 123/UDP Unified Managerサーバの時間を外部のNTPタイム
サーバと同期するために使用されます （VMware
システムのみ）。

ワークシートへの記入
Unified Managerをインストールして設定する前に、環境に関する特定の情報を確認しておく
必要があります。次のリストに情報をまとめておくと便利です。

Unified Managerのインストール情報
Unified Managerをインストールする際に必要な情報を記入します。

ソフトウェアを導入するシステム 収集/決定する情報

ESXiサーバのIPアドレス

ホストの完全修飾ドメイン名
ホストのIPアドレス

ネットワーク マスク

ゲートウェイのIPアドレス

プライマリDNSアドレス

セカンダリDNSアドレス

検索ドメイン
メンテナンス ユーザのユーザ名

メンテナンス ユーザのパスワード

Unified Managerの設定情報
インストール後にUnified Managerを設定するための情報を記入します。構成によっては省
略可能な値もあります。

設定 収集/決定する情報

メンテナンス ユーザのEメール アドレス

NTPサーバ

SMTPサーバのホスト名またはIPアドレス

SMTPのユーザ名

SMTPのパスワード

SMTPポート 25（デフォルト値）

アラート通知の送信元Eメール アドレス

認証サーバのホスト名またはIPアドレス
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設定 収集/決定する情報

Active Directoryの管理者名または
LDAPのバインド識別名

Active Directoryのパスワードまたは
LDAPのバインド パスワード

認証サーバのベース識別名
アイデンティティ プロバイダ（IdP）のURL

アイデンティティ プロバイダ（IdP）のメタ
データ
SNMPトラップの送信先ホストのIPアドレ
ス
SNMPポート

クラスタ情報
Unified Managerを使用して管理するストレージ システムの情報を記入します。

クラスタ1 / N 収集/決定する情報

ホスト名またはクラスタ管理IPアドレス

ONTAP管理者のユーザ名
注：管理者には「admin」ロールが割り当
てられている必要があります。

ONTAP管理者のパスワード

プロトコル（HTTPまたはHTTPS）
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Unified Managerソフトウェアのインストール、アッ
プグレード、アンインストール

VMware vSphereシステムで、Unified Managerソフトウェアのインストール、新しいバージョ
ンへのアップグレード、またはUnified Manager仮想アプライアンスの削除を実行できます。

導入プロセスの概要
以下は、Unified Managerを使用する前に必要な導入作業のワークフローです。

Unified Managerの導入
Unified Managerを導入するには、ソフトウェアをダウンロードし、仮想アプライアンスを導
入し、メンテナンス ユーザを作成してユーザ名とパスワードを設定し、Web UIで初期セッ
トアップを行います。

開始する前に

• 導入に必要なシステム要件を満たしている必要があります。
システム要件（6ページ）

• 次の情報が必要です。

◦ ネットアップ サポート サイトのログイン クレデンシャル
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◦ VMware vCenter ServerとvSphere Web Client（vSphereバージョン6.5または6.7）または
vSphere Client（vSphereバージョン6.0）にアクセスするためのクレデンシャル

◦ Unified Manager仮想アプライアンスを導入するESXiサーバのIPアドレス

◦ データセンターの詳細（データストアのストレージ スペースやメモリの要件など）

◦ IPv6アドレスを使用する場合はホストでIPv6が有効になっている必要があります。

◦ VMware ToolsのCD-ROMまたはISOイメージ

タスク概要

Unified Managerは、VMware ESXiサーバに仮想アプライアンスとして導入できます。
メンテナンス コンソールには、SSHではなく、VMwareコンソールを使用してアクセスする
必要があります。
VMware Toolsは、Unified Managerの.ovaファイルには含まれていないため、別途インストー
ルする必要があります。

次のタスク

導入と初期セットアップが完了したら、クラスタを追加するかメンテナンス コンソールで
追加のネットワーク設定を行ってから、Web UIにアクセスできます。

手順

1. Unified Managerのダウンロード（13ページ）
仮想アプライアンスを導入する前に、Unified Managerをダウンロードする必要がありま
す。

2. Unified Manager仮想アプライアンスの導入（14ページ）
Unified Managerをダウンロードしたら、仮想アプライアンスを導入する必要があります。
ESXiサーバに仮想アプライアンスを導入するには、VMware vSphere Clientを使用する必要
があります。

関連概念

Unified Managerをインストールするための要件（6ページ）

Unified ManagerのOVAファイルのダウンロード
Unified Managerを仮想アプライアンスとして導入するには、Unified Managerの.ovaファイル
をネットアップ サポート サイトからダウンロードする必要があります。

開始する前に

ネットアップ サポート サイトのログイン クレデンシャルが必要です。

タスク概要

.ovaファイルに、仮想アプライアンスで設定されるUnified Managerソフトウェアが含まれて
います。

手順

1. ネットアップ サポート サイトにログインし、VMware vSphere向けのUnified Managerのダ
ウンロード ページに移動します。
https://mysupport.netapp.com/products/index.html
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2. .ovaファイルをダウンロードし、vSphere Clientからアクセス可能なローカルまたはネッ
トワークのディレクトリに保存します。

3. チェックサムをチェックして、ソフトウェアが正しくダウンロードされたことを確認し
ます。

Unified Manager仮想アプライアンスの導入
ネットアップ サポート サイトから.ovaファイルをダウンロードしたら、Unified Manager仮
想アプライアンスを導入します。ESXiサーバへの仮想アプライアンスの導入には、vSphere
Web Client（vSphereバージョン6.5または6.7）またはvSphere Client（vSphereバージョン6.0）
を使用する必要があります。仮想アプライアンスを導入すると、仮想マシンが作成されま
す。

開始する前に

システム要件を確認しておく必要があります。システム要件を満たすために変更が必要な
場合は、Unified Manager仮想アプライアンスを導入する前に変更しておく必要があります。
仮想インフラの要件（6ページ）
VMwareソフトウェアとインストールの要件（7ページ）
DHCPを使用する場合は、DHCPサーバが使用可能で、DHCPと仮想マシン（VM）のネット
ワーク アダプタが正しく構成されていることを確認する必要があります。デフォルトで
は、DHCPを使用するように設定されています。
静的なネットワーク設定を使用する場合は、IPアドレスが同じサブネット内で重複していな
いこと、DNSサーバの適切なエントリが設定されていることを確認する必要があります。
仮想アプライアンスを導入する前に、次の情報を用意しておく必要があります。
• VMware vCenter ServerとvSphere Web Client（vSphereバージョン6.5または6.7）または

vSphere Client（vSphereバージョン6.0）にアクセスするためのクレデンシャル
• Unified Manager仮想アプライアンスを導入するESXiサーバのIPアドレス
• データセンターの詳細（使用可能なストレージ スペースなど）
• DHCPを使用しない場合は、接続するネットワーク デバイスのIPv4またはIPv6アドレス：

◦ ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）
◦ ホストのIPアドレス
◦ ネットワーク マスク
◦ デフォルト ゲートウェイのIPアドレス
◦ プライマリDNSとセカンダリDNSのアドレス
◦ 検索ドメイン

• VMware ToolsのCD-ROMまたはISOイメージ

タスク概要

VMware Toolsは.ovaファイルに含まれていません。別途インストールする必要があります。

仮想アプライアンスを導入すると、HTTPSアクセス用に独自の自己署名証明書が生成されま
す。Unified Manager Web UIにブラウザからアクセスする際に、信頼された証明書でないこ
とを示す警告が表示されることがあります。
Unified Manager仮想アプライアンスでは、VMware High Availabilityがサポートされます。

手順

1. vSphere Clientで、[File] > [Deploy OVF Template]をクリックします。
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2. [Deploy OVF Template]ウィザードの手順に従ってUnified Manager仮想アプライアンスを
導入します。
[Networking Configuration]ページで、次のように設定します。

• DHCPとIPv4アドレスを使用する場合は、すべてのフィールドを空白のままにします。

• DHCPとIPv6アドレスを使用する場合は、「Enable Auto IPv6 addressing」ボックスを
チェックし、残りのフィールドは空白のままにします。

• 静的なネットワーク設定を使用する場合は、各フィールドに値を指定します。ここで
指定した値が導入時に適用されます。導入先のホストで一意で、使用されておらず、
有効なDNSエントリが割り当てられたIPアドレスを指定する必要があります。

3. Unified Manager仮想アプライアンスをESXiサーバに導入したら、VMを右クリックして
[Power On]を選択し、VMの電源をオンにします。
リソースが十分でないために電源投入に失敗した場合は、リソースを追加してからイン
ストールを再試行する必要があります。

4. [Console]タブをクリックします。
初回のブート プロセスには数分かかります。

5. プロンプトに従って、VMにVMware Toolsをインストールします。
vSphere 6.5でvSphere Web Clientを使用している場合は、VMware ToolsのISOイメージを手
動でマウントする必要があります。VMで[Edit Settings] > [Virtual Hardware] >
[CD/DVD drive x] > [Datastore ISO file]の順に選択し、[Browse]をクリックして、
linux.isoファイルをマウント イメージとして選択します。

6. タイム ゾーンを設定する場合は、VMの[Console]ウィンドウのプロンプトに従って、地
域や都市の情報を入力します。
表示される日付は、管理対象デバイスのタイム ゾーンの設定に関係なく、すべてUnified
Managerに対して設定されているタイム ゾーンに従って表示されます。タイム スタンプ
を比較するときは、この点に注意してください。ストレージ システムと管理サーバで同
じNTPサーバが設定されている場合、違う時間が表示された場合でも、それぞれが表し
ているのは同じ時刻です。たとえば、管理サーバとは異なるタイム ゾーンが設定された
デバイスでSnapshotコピーを作成した場合も、タイム スタンプは管理サーバの時刻で表
示されます。

7. 使用可能なDHCPサービスがない場合、または静的なネットワーク設定に誤りがある場合
は、次のいずれかを実行します。

インターフェイス 操作

DHCP [Retry DHCP]を選択します。
DHCPを使用する場合は、設定が正しいことを確認してください。
DHCP対応のネットワークを使用すると、FQDNとDNSサーバのエ
ントリが仮想アプライアンスに自動的に割り当てられます。
DHCPにDNSが適切に設定されていないと、「UnifiedManager」とい
うホスト名が自動的に割り当てられ、セキュリティ証明書に関連付
けられます。DHCP対応のネットワークをセットアップしていな
い場合は、ネットワーク設定の情報を手動で入力する必要がありま
す。
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インターフェイス 操作

静的なネットワーク設定 a. [Enter the details for static network configuration]を選択しま
す。
設定プロセスが完了するまでに数分かかります。

b. 入力した値を確認し、[Y]を選択します。

8. プロンプトでメンテナンス ユーザの名前を入力し、[Enter]をクリックします。
メンテナンス ユーザの名前は、1文字目を小文字のアルファベット（a～z）、2文字目以降
をハイフン（-）、a～z、0～9を任意に組み合わせて指定する必要があります。

9. プロンプトに対してパスワードを入力し、[Enter]をクリックします。
VMのコンソールにUnified Manager Web UIのURLが表示されます。

次のタスク

Web UIにアクセスしてUnified Managerの初期セットアップを実行できます。手順について
は、『Active IQ Unified Managerシステム構成ガイド』を参照してください。

Unified Managerのアップグレード
Unified Managerバージョン9.6にアップグレードできるのは、9.4または9.5のインスタンスの
みです。

タスク概要

アップグレード プロセスの実行中は、Unified Managerを使用できなくなります。実行中の処
理がある場合は、Unified Managerをアップグレードする前に完了しておいてください。
Unified ManagerをOnCommand Workflow Automationのインスタンスとペアにして使用してい
る環境では、両方の製品のソフトウェアで新しいバージョンを利用できる場合、2つの製品
間の接続を解除してから各製品をアップグレードし、アップグレードの実行後にWorkflow
Automationの接続を新たにセットアップする必要があります。いずれかの製品のみをアッ
プグレードする場合は、アップグレード後にWorkflow Automationにログインし、Unified
Managerからデータを取得していることを確認します。

手順

1. Unified ManagerのISOイメージのダウンロード（17ページ）
Unified Managerをアップグレードする前に、ソフトウェアをダウンロードする必要があり
ます。

2. Unified Managerのアップグレード（17ページ）
Unified Managerの以前のリリースからアップグレードできます。

関連タスク

Unified Managerのアンインストール（19ページ）
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Unified ManagerのISOイメージのダウンロード
Unified Managerをアップグレードする前に、Unified ManagerのISOイメージをネットアップ
サポート サイトからダウンロードする必要があります。

開始する前に

ネットアップ サポート サイトのログイン クレデンシャルが必要です。

手順

1. ネットアップ サポート サイトにログインし、ソフトウェアのダウンロード ページに移動
します。
https://mysupport.netapp.com/products/index.html

2. .isoイメージ ファイルをダウンロードし、vSphere Clientからアクセス可能なローカルま
たはネットワークのディレクトリに保存します。

3. チェックサムをチェックして、ソフトウェアが正しくダウンロードされたことを確認し
ます。

Unified Manager仮想アプライアンスのアップグレード
Unified Managerをバージョン9.4または9.5から9.6にアップグレードすることができます。

開始する前に

• .isoファイルをネットアップ サポート サイトからダウンロードしておく必要がありま
す。

• Unified Managerをアップグレードするシステムがシステム要件とソフトウェア要件を満
たしている必要があります。
仮想インフラの要件（6ページ）
VMwareソフトウェアとインストールの要件（7ページ）

• vSphere 6.5および6.7を使用している場合は、VMware Remote Console（VMRC）をインス
トールしておく必要があります。

• 次の情報が必要です。

◦ ネットアップ サポート サイトのログイン クレデンシャル

◦ VMware vCenter ServerとvSphere Web Client（vSphereバージョン6.5または6.7）または
vSphere Client（vSphereバージョン6.0）にアクセスするためのクレデンシャル

◦ Unified Managerのメンテナンス ユーザのクレデンシャル

タスク概要

アップグレード プロセスの実行中は、Unified Managerを使用できなくなります。実行中の処
理がある場合は、Unified Managerをアップグレードする前に完了しておいてください。
Workflow AutomationとUnified Managerを連携させて使用している場合、Workflow Automation
でホスト名を手動で更新する必要があります。

手順

1. vSphere Clientで、[Home] > [Inventory] > [VMs and Templates]をクリックします。

Unified Managerソフトウェアのインストール、アップグレード、アンインストール | 17

https://mysupport.netapp.com/products/index.html


2. Unified Manager仮想アプライアンスがインストールされている仮想マシン（VM）を選択
します。

3. Unified Manager VMが実行中の場合は、[Summary] > [Commands] > [Shut Down Guest]を
クリックします。

4. Unified Manager VMのバックアップ コピー（Snapshotやクローンなど）を作成して、アプ
リケーションと整合性のあるバックアップを作成します。

5. vSphere Clientで、Unified Manager VMの電源をオンにします。

6. Unified Managerのアップグレード イメージを選択します。

対象 操作

vSphere 6.0
a. [CD/DVD Drive]アイコンをクリックし、[Connect to ISO image

on local disk]を選択します。

b. ActiveIQUnifiedManager-9.6-virtual-update.iso
ファイルを選択し、[Open]をクリックします。

vSphere 6.5または6.7 a. VMware Remote Consoleを起動します。

b. [CDROM]アイコンをクリックし、[Connect to Disk Image File
(.iso)]を選択します。

c. ActiveIQUnifiedManager-9.6-virtual-update.iso
ファイルを選択し、[Open]をクリックします。

7. [Console]タブをクリックします。

8. Unified Managerメンテナンス コンソールにログインします。

9. [Main Menu]で[Upgrade]を選択します。
アップグレード プロセスの実行中はUnified Managerを使用できなくなり、完了後に再開
されることを示すメッセージが表示されます。

10. 「y」と入力して次に進みます。

仮想アプライアンスが配置されている仮想マシンをバックアップするように通知する警
告が表示されます。

11. 「y」と入力して次に進みます。

アップグレード プロセスが完了してUnified Managerサービスが再起動されるまでに数分
かかることがあります。

12. いずれかのキーを押して次に進みます。
メンテナンス コンソールから自動的にログアウトされます。

13. オプション：メンテナンス コンソールにログインし、Unified Managerのバージョンを確
認します。

次のタスク

Web UIにログインして、アップグレード後のバージョンのUnified Managerを使用できます。
検出プロセスが完了するのを待って、UIでの作業を実行してください。
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Unified Manager仮想マシンの再起動
Unified Manager仮想マシン（VM）をメンテナンス コンソールから再起動することができま
す。新しいセキュリティ証明書を生成した場合やVMで問題が発生した場合、VMの再起動
が必要になります。

開始する前に

• 仮想アプライアンスの電源をオンにする必要があります。

• Unified Managerメンテナンス コンソールにメンテナンス ユーザとしてログインする必
要があります。

タスク概要

仮想マシンは、vSphereからVMwareの[Restart Guest]オプションを使用して再起動すること
もできます。

手順

1. メンテナンス コンソールで、[System Configuration] > [Reboot Virtual Machine]を選択し
ます。

2. ブラウザからUnified Managerのグラフィカル ユーザ インターフェイス（GUI）を起動し、
ログインします。

関連情報

「VMware vSphere PowerCLI Cmdlets Reference」：「Restart-VMGuest」

Unified Managerのアンインストール
Unified Managerをアンインストールするには、Unified Managerソフトウェアがインストール
されている仮想アプライアンスを削除します。

開始する前に

• VMware vCenter ServerとvSphere Web Client（vSphereバージョン6.5または6.7の場合）また
はvSphere Client（vSphereバージョン6.0の場合）にアクセスするためのクレデンシャルが
必要です。

• Unified ManagerサーバからWorkflow Automationサーバへのアクティブな接続が確立され
ていない必要があります。
アクティブな接続がある場合は、[管理]メニューを使用して接続を削除してください。

• 仮想マシン（VM）を削除する前に、Unified Managerサーバからすべてのクラスタ（デー
タ ソース）を削除しておく必要があります。

手順

1. Unified Managerメンテナンス コンソールを使用して、Unified Managerサーバから外部の
データ プロバイダへのアクティブな接続がないことを確認します。

2. vSphere Clientで、[Home] > [Inventory] > [VMs and Templates]をクリックします。

3. 削除するVMを選択し、[Summary]タブをクリックします。
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4. VMを実行中の場合は、[Power] > [Shut Down Guest]をクリックします。

5. 削除するVMを右クリックし、[Delete from Disk]をクリックします。
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